
東北農業研究 (Tohoku Agrに Res)59,145-146(2006)

台風時の潮風が果樹樹体および果実品質に及ばす影響
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1 はじめに

2004年 8月 20日 に山形県庄内地方に襲来した台風 15

号は,水稲・大豆をはじめ果樹に著しい潮風害をもたらし

た。これまで庄内地方における8月 下旬の潮風害の事例

はなく,特に果樹の中で被害の著しかったニホンナシで

は落果・葉の褐変・落葉,更に落葉によつて不時発芽,不

時開花などの現象が引き起こされた。また,カ キでは落

果・落葉の被害が発生した。そこで,潮風害が次年度の樹

体・果実品質等に及ぼす影響および事後対策 (液肥葉面

散布・摘花処理)の翌年への効果について検討を行つた。

2 材 料 及 び 方 法

(1)調査樹の被害状況 (2004年 )

庄内産地研究室圃場内カキ`平核無 '被害状況

区   被富雰
度―¬票導雲堕宣壌磐藻輝

「

生育程度等を調査 した。また,果実肥大,果皮色の推移 ,

果実品質を調査 した。

試験 2 ニホンナシ潮風被害の実態調査
各園地の `幸水 ', `豊水'各 1樹について,東西の

2部位 (側枝 5～ 6本)の発芽程度,花数,葉色の推移を

調査した。

試験 3 ニホンナシ被害樹に対する葉面散布・摘花処

理の効果

不時開花 した花の摘花処理,液状複合肥料の葉面散

布を行つた酒田市刈屋①の `幸水'1樹について,発芽

程度,花数,葉色の推移,果実肥大,果実品質を調査した。

3 試験結果及び考察

(1)カ キ被害樹の実態

1潮風による落葉被害程度が大であった樹の翌年の生

育は,着 らい数が減少 し,結果枝率が低下した。また

新梢あたりの葉枚数には影響がないが,新梢の伸び

が抑えられ,初期の葉色が淡くなる等,初期生育が劣

つた (表 1,表 2,図 1)。

2 itW風被害樹は,被害程度の大小に関わらず翌年の果

実肥大はやや劣 り,収穫果実は全体に小玉傾向とな

つた。

3 脱渋後の果実硬度・精度等の品質の無被害樹との差

は,被害当年ほど大きくはなかつた (表 3)。
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*2:観察ではほぼ被害なし

(2)試験方法

試験 1 カキ潮風被害樹の樹体・果実品質における実

態調査

庄内産地研究室圃場内のカキ `平核無 'の うち前年

の潮風による被害程度大 2樹 ,被害程度微 1樹 (いずれ

も 25年生),対照として調査樹 3樹 (前年被害なし,60

年生)において,発芽程度,着 らい数,生理落果,新梢等の
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やや濃く推移 した (図 2)。

2摘花や葉面散布をすることにより,翌年の不発芽がや
や軽減された。また,葉面散布によつて短果枝の花数は

やや増カロした (表 7,表 8)。

3 処理が硬度・糖度等の品質,収穫期に及ぼす影響は判
然としなかつた。これは 2005年 5月 10日 の降雹によ

るものと考えられる。果実肥大は,両処理区ともに無処

理区を上回つて推移した (表 9)。
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(2)ニ ホンナシ被害樹の実態

1前年の被害程度と発芽率には因果関係が見られなか
つた (表 4,表 5)。

2 腋花芽部分の一花そうあたり花数は,前年の被害が
大きかった園地で少ない傾向にあった (表 6)。

3 葉色は,`幸水 'では前年に被害が多かった刈屋の
2園地で初期に淡かつたが,徐々に回復 し 3園地とも

同程度の葉色となった。 `豊水'では初期葉色の園地

(3)ニホンナシ被害樹に対する摘花処理,葉面散布処理の

効果

1 摘花,葉面散布処理により,翌年の展葉初期の葉色が

4 まとめ

潮風による落葉被害を受けたカキ樹の翌年の生育は,

着らい数が減少 し,結果枝率が低下する。また新梢の伸び

が抑えられ,初期の葉色が淡くなる等 ,初期生育が劣った。

果実肥大はやや劣る傾向にあり,着色も早まったことか

ら収穫果実は全体に小玉傾向となった。このことから生

理落果の程度によっては着果数の不足や肥大不良による

収量低下が起こりやすいと考えられる。

前年の潮風被害程度が大きかつたニホンナシ園地では,

腋花芽の花数が減少し,生育初期の葉色が淡くなつた。発

芽程度と前年の被害程度間の関連性は判然としなかつた。

被害後の液肥の葉面散布および摘花処理は,芽の充実

による不発芽軽減 ,お よび初期の果実肥大に対する効果

が見られた。
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間差はあま りみ られなかつた。
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